
　い
ま
か
ら
三
十
数
年
前
、
草
山
に
か
こ

ま
れ
た
小
さ
な
町
に
、
キ
キ
と
い
う
名
前

の
女
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
女
の

子
に
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
秘
密
が
あ
り
ま
し
た
。

お
と
う
さ
ん
の
オ
キ
ノ
さ
ん
は
ふ
つ
う
の

人
な
の
に
、
お
か
あ
さ
ん
の
コ
キ
リ
さ
ん

は
魔
女
だ
っ
た
の
で
す
。

　キ
キ
は
十
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
魔
女
に
な
る
こ
と
を
決
心
し
ま
し
た
。

で
も
、
昔
の
魔
女
の
よ
う
に
、
た
く
さ
ん
魔
法
は
つ
か
え
ま
せ
ん
。
ほ
う

き
で
空
を
飛
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
で
す
。
た
だ
生
ま
れ
た
と
き
か
ら

い
っ
し
ょ
に
育
っ
た
、黒
猫
の
ジ
ジ
と
は
、魔
女
猫
言
葉
で
話
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
も
魔
法
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
、
お
か
あ
さ
ん
の
コ

キ
リ
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
「
く
し
ゃ
み
の
薬
」
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
ぐ
ら
い
で
す
。

　魔
女
は
十
三
歳
に
な
る
と
、
満
月
の
夜
に
旅
立
ち
、
ま
だ
魔
女
が
住
ん

で
い
な
い
町
や
村
を
見
つ
け
て
、
自
分
の
魔
法
を
生
か
し
な
が
ら
、一
年

く
ら
す
と
い
う
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
人
前
の
魔
女
に
な
る
た

め
の
見
習
い
期
間
な
の
で
す
が
、
そ
れ
と
い
っ
し
ょ
に
、
世
の
中
に
も
う

不
思
議
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
人
た
ち
に
、
ま
だ
不
思
議
は
あ
る
の
で
す

よ
、
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
た
い
せ
つ
な
役
目
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
物
語
の
キ
キ
も
ジ
ジ
と
海
辺
の
町
、
コ
リ
コ
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ほ
う
き
で
空
を
飛
べ
る
と
い
う
魔
法
を
生
か
し
て
、
宅
急
便
の

仕
事
を
始
め
ま
す
。
は
じ
め
は
な
か
な
か
な
じ
め
な
か
っ
た
、
コ
リ
コ
の

く
ら
し
も
、
パ
ン
屋
の
お
ソ
ノ
さ
ん
夫
婦
に
助
け
ら
れ
、
ま
た
町
の
人
た

ち
か
ら
も
あ
た
た
か
く
見
守
ら
れ
て
、
し
だ
い
に
た
の
し
い
も
の
に
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。

『
魔
女
の
宅
急
便
』
そ
の
6
〜
そ
れ
ぞ
れ
の
旅
立
ち
〜
よ
り

間
、

ホテルシーサイド江戸川にて
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新
春
さ
わ
や
か
ト
ー
ク

「
想
像
」「
創
造
」
す
る
力
を

育
む
本
の
世
界

　本の世界に長年携わり、現在も子どもたちに夢と希望を与える絵本や童話の創作活動をされている角野栄子さん。映画でも
大ヒットした『魔女の宅急便』の原作者としても知られています。
　今回の対談では、角野さん自身が江戸川区内で過ごされた幼い頃の体験や童話作家としての歩み、創作活動の秘密に迫り、
本の魅力や本を通じて伝えたいことなどを多田区長と語っていただきました。
　対談の冒頭に、昨年公開された実写版『魔女の宅急便』でナレーターを務められた角野さんご本人に、原作本の一部を朗読
していただきました。

多
田
区
長角

野
栄
子
さ
ん

童
話
作
家

平成27年
2 015

迎 春

『魔女の宅急便』シリーズ（福音館書店）
角野栄子 作 / 林明子 画 / 広野多珂子 画 / 佐竹美保 画
シリーズ累計で約250万部を売り上げるほか、英語、
イタリア語、中国語などでも出版されている

『魔女の宅急便』第 1 巻の原稿（下書き）
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魔女「キキ」と
　　共に歩んだ24年間

区長　あけましておめでとうございます。
角野　おめでとうございます。
区長　先生の朗読を聴かせていただきましたが、
私の気持ちが童心に返り、グッと引き込まれまし
た。優しくて、とても良い声ですね。
角野　ありがとうございます。区長さんの前で読
むのはちょっと恥ずかしかったのですが。
区長　朗読していただいた『魔女の宅急便』です
が、もちろん名前は承知していて、ストーリーも
宮崎駿監督のアニメ映画で分かっていましたが、
実は原作本を読む機会がありませんでした。日本
中の方が、本はもちろん、アニメ映画を見てくだ
さっていますよね。
角野　そうですね。ありがたいことです。
区長　偉大な作品だなと思います。この原作者で
ある角野さんが江戸川区にご縁のある方だと知り、
大変誇りに思っています。原作本はいつ発行され
たのですか。
角野　この作品はシリーズになっています。1985
年に第 1 巻が出まして、それから24年間かけて第
6 巻まで書き上げて完結しました。シリーズを通

して主人公のキキも成長し、第 6 巻ではお母さん
になって双子の子どもを育てるんですよ。
区長　そうですか、あのキキがお母さんに？
角野　どうしてもそこまで書きたかったので、24
年もかかってしまいました（笑）  ほとんどの方は、
アニメ映画しか見たことがなく、本は第 1 巻だけ
だと思っていらっしゃるでしょうが、ストーリー
には続きがあるのです。一人の少女が13歳で親元
を離れ魔女として旅立ち、自分の力で生活をする。
その後、結婚を経てお母さんになり、最後は自分
の子どもが、旅立ったときのキキと同じ年齢にな
ります。皆さんにぜひ、最後まで読んでいただき
たいですね。

幼少時代の小岩の原風景や
母校の課外授業で感じたこと

区長　先生は江東区深川のお生まれだそうですが、
江戸川区にはいつからお住まいだったのですか。
角野　 3 歳の頃です。深川には父親の仕事場だけ
を残して、北小岩に家を建てました。
区長　小岩は人や交通の往来が多く、東京の東の
玄関口と呼ばれている所ですね。大正時代には、
かの北原白秋も近隣に住んでいました。
角野　当時は自然が豊かで、辺りは田んぼばかり
の素朴な田舎でした。特に印象に残っているのが、
少し湿った夏の空気で、
小岩の空気の代表とい
うイメージがありまし
たね。
区長　今は環境が良く
なり、住みやすくなっ
ていますね。
角野　一番の遊び場は、
何といっても江戸川の
美しい川辺でした。河
川敷には原っぱもあり、
真っ白なクローバーが辺り一面に咲いていて、友
達と一緒に走り回りました。川をよしずで囲んで
泳いだりもしましたね。
区長　四季折々の環境の中で、豊かな情操を養っ
ていたのですね。
角野　ほかには善養寺の影

ようごう

向のマツを見に行った
り、国府台や柴又を歩いたり、矢切の渡しで向こ
う岸に渡ったりしていました。
区長　小岩というまちは、住んでいる方々の気持
ちが温かく、人情がありますね。白秋の作品を読
んでいても、そういったまちの良さが随所に書か
れています。先生が過ごした頃も、こうした風情
があふれていたのだと思います。
角野　幼い頃に見たり感じたりした小岩の光景は
今でも忘れられません。時にそのシーンが、作品
に表現されている気がします。
区長　先生は昨年、NHK Eテレの「課外授業よ
うこそ先輩」という番
組で、母校の中小岩小
学校を訪れましたよね。
先生が授業をしている
様子を拝見しました。
角野　テーマは「魔女
の物語を作ってみよう!」
でした。
区長　テレビに映って
いた先生を見て、改め
て「江戸川区に立派な
方がいらしたのだ」と
思いました。授業では、テーマに沿ったキャラク
ターや物語を作るためにイメージを働かせるとい
った、大人からみても大変難しい課題を与えてい
たように思いましたが、子どもたちは楽しそうで

あり、一生執筆活動をやっていきたいと思いまし 
た。仕事として本格的に始めたのは、デビューか
ら 7 年後の42歳のときでした。
区長　そうでしたか。ブラジルへはご縁があって
行かれたのですか。
角野　いいえ、大学時代、英語の勉強を続けてい
るうちに「日本と外国をつなぐ仕事がしたい」と
思いました。卒業後、出版社に勤務しましたが、
外国への思いを捨て切れず、結婚を経て夫と共に
ブラジルに移民として渡航することを決めました。
しかし、当時はお金も無く、働き先も住む場所も
決まっていない状況でした。そこで、現地で夫は

デザイン事務所、私は大学で培った英語力を活か
して短波放送のラジオ局で働きました。
区長　想像するだけで厳しい環境ですね。相当無
茶していたような気がしますけど（笑）
角野　無茶しました（笑）　冒険心が旺盛だった
のでしょうね。
区長　結局、ブラジルには何年滞在したのですか。
角野　 2 年間です。その間、それなりにお金がた
まりましたので、「せっかくだから船で世界中を
回って帰ろう」と。
区長　船で世界中を！？　誰もまねできない貴重な
体験だと思います。外国に行けば今までとは違う
世界が開かれ、人生観や価値観を学ぶことができ
ます。こうした経験が想像力を育み、これまでの
作品にも影響を与えているのですね。それに先生
の体験は、キキが一人前の魔女として旅立ってい
くのと境遇が似ている気
がします。
角野　キキが魔女の修行
に出掛ける夜に「私ね、
贈り物のふたを開けると
きみたいにワクワクして
るわ」と言いました。こ
れは、私がブラジルへ行
くときの気持ちそのまま
でしたね。

創作活動の楽しさを
　読者に伝えるために

区長　先生が童話を書くために特に心掛けている
ことは何ですか。
角野　子どもから大人まで読めるものを書くこと
です。童話というと子どもが対象だと思われがち

ですが、決してそうではありません。それから子
どもは、正直で自由な心を持った読者であり、「子
どもだからこの程度でいい」と考えて書いたら、
それを鋭く見抜きます。
区長　そうですか、なるほどね。
角野　それに、「この本、面白いな」と思わない
と読みませんし、子どもが面白いと思うものは大
人も面白いと感じます。しかし、抽象的な表現で
は子どもは理解しませんので、丁寧に書くように
しています。
区長　大人はいろいろな言葉を知っているので、
表現の幅は広がりますが、子どもはそういうわけ
にはいきませんよね。しかし、心の底に感じてい
ることや思っていることは、子どもも大人も共通
しているのではないでしょうか。
角野　そうですね。子どもだからといって「これ
は分からないだろう」と思っていても、結構分か
っていることがありますから。
区長　そういったことを念頭に置きながら物語を
書くことが大切ですね。
角野　「書く」ということは、鉛筆と紙さえあれ
ば誰にでもできると思います。また、何かを想像
したら書きたくなりますし、人に話したくもなり
ます。そして最終的には、何かを創ることにつな
がっていきます。
区長　イマジネーションを働かせて形に残すこと
は大事なことです。自分で「これって、いいな」と
思うものがあれば、残したくなりますしね。
角野　子どもたちには、自由に書く時間を作って
ほしいですね。本を読んで、何かを感じたら走り
書きでもいいからまずは書く。そこに想像をかき
立てて、自分だけの世界を書いてみることです。
区長　最近、先生のエッセイ『ファンタジーが生
まれるとき』を読みました。内容を拝見すると、
幼い頃からの体験、童話作家としての歩みや『魔
女の宅急便』が生まれる過程などが書かれていて、
とても興味深いものでした。
角野　読んでいただき、ありが
とうございます。この本を書く
にあたり、過ぎ去った幼少時代
が私の作品とどうつながってい
るのかを知りたくなり、思い出
しながら書きました。
区長　先生の胸の奥には、いつ
も自作の物語や自身だけの世界
があり、ある種のイマジネーシ
ョンを引き出してストーリーを
描いているのだと思います。こ
れはまさに特異な才能であり、ファンタジー作家
への道につながっていたのではないでしょうか。
角野　才能というよりも好奇心が旺盛なのだと思
います。無謀だと思われるぐらい冒険をして、新
しいものと出会ってみたい気持ちが強いのです。
区長　先生は幼い頃、想像の世界で自分を主人公
にして、空想ばなしを仕立てて楽しんだり悲しみ
を紛らわせたりしていたと、本の中で書かれてい
ます。こういう局面は誰にでもあると思います。
角野　それぞれシーンは違いますけれども、確か
にありますよね。
区長　先生はこうした幼い頃の空想体験を、自分
の将来や人生につなげていったのだと思います。
「ソウゾウ」という言葉がありますよね。一つ
は、現実には存在しない事柄を心の中に思い描く

「想像」、一方で、新しいものをつくり出す「創造」
があります。先生はその両方をやっていらっしゃ
いますよね。
角野　そうですね。「何かを想像すると、何かを
創造したくなる」。同じ音の言葉ですけれど、密
接につながっている気がします。そしてこの二つ
を併せ持つのが、本や物語だと思います。

したね。
角野　「何か作ってみたい」という好奇心が旺盛
で、とても積極的でした。男女で協力し合いなが
らも、女の子が主導権を握り、男の子が地道に絵
を描く姿がほほ笑ましかったです。
区長　こうした子どもたちの姿を見ると、純真な
心という面では今も昔も変わらない気がします。
角野　そのとおりです。楽しいことや自分の好き
なことをしているときは、もう活

い
き活

い
きしていて、

本来の子どもらしさが出ます。
区長　子どもたちも「魔女の宅急便を書いた先生
だ ! 」と大歓迎してくれたのではないですか。
角野　私よりもキキとジジにだったような（笑）

世界に憧れ、
「人生」という冒険の扉を開く
区長　先生は大学で英語英文学を専攻されていま
すね。在学中は外国の本をたくさんお読みになり、
原書も読んでいらしたかと思いますが。
角野　ある程度は読みました。
区長　その経験が童話作家という職に就いたこと
につながっているのでしょうか。
角野　当時は童話ばかりを読んでいたわけではあ
りませんが、心の中にそうした思いが蓄積されて
いたのかもしれません。でも実際は勉強が嫌いで、
好きなものを適当に読んでいましたけど（笑）
区長　大学生で原書を読むなんて秀才ですよ（笑）
角野　そんなことありませんよ。翻訳に頼りまし
たし、それがないものを仕方なく読んでいました。
区長　先生が作家としてデ
ビューしたのはいつ頃ですか。
角野　35歳のときです。ほか
の方に比べると遅いと思いま
す。最初に書いた本は、『ル
イジンニョ少年　ブラジルを
たずねて』です。
区長  ブラジルを題材にした
本ですね。これは実体験に
基づいたものと伺っていま
すが。
角野　そうです。25歳でブラ
ジルに移住しまして、そこ
で出会った少年のことをノンフィクションで書き
ました。執筆にあたり、何度も書き直しましたが、
それが楽しくて全然飽きなかったのです。仕事と 
いうよりも、自分の居場所を見つけた心地良さが 

区長　ところが、せっかくご自身が書きたくて仕
上げた作品も、世に発表するとなると、今度は読
者の反応を意識することになりませんか。
角野　読者を意識すると受けを狙いたくもなり、
ちょっと窮屈な気持ちになりますね。人に見せる
と何らかの批評を受けるため、自分は文章が下手
だとか、萎縮する部分が出てきて自由を失います。
ですから、ある程度は自分だけの世界を持ちなが
ら書いています。
区長　読者のことをあまり気にせず、「自分のた
めに書こう」と思うことも良いのでしょうね。そ
れが結果的に自分の満足のいく本となり、後世に
残っていくのだと思います。
角野　作者である私自身が楽しく、気持ち良く書
かなければ読者には伝わりません。この思いは創
作活動の根底であり、普段から自分に課していま
す。時々、楽しく書けないこともありますが、辛
抱強く続けていれば、また楽しい気持ちになりま
す。これからも読者の心に響くような、味わいの
ある本を書いていきたいですね。

読書を通じて
　子どもたちの心を豊かに

区長　現在、教育界では読書を通じた教育を充実
していきたいという動きがあるように思います。
江戸川区では24年度に公立小・中学校で全国初の
「読書科」をつくりました。これは文部科学省の
教育課程特例校の指定を受けて実施したもので、
教科の一つとして設けています。
角野　子どもたちに本を読んでもらうきっかけを
提供しているのですね。
区長　しかし、読書の授業を設けたからといって
子どもたちがすぐに本を読むようになるわけでは
ありません。それでも、本を読むことは子どもた
ちにとって非常に大切なことであり、本好きな子
ども、本で学ぶ子どもを育てるにはどうすればい
いのかを考えなくてはいけません。
角野　今の子どもたちは日々、時間に追われてい
る感じがします。昔みたいに本しかない時代とは
違い、今はゲームなど楽しいものがたくさんあり
ますしね。
区長　読書科では、朝（昼）読書や読み聞かせ、
お薦め本の紹介などを行っています。これらの活
動で一番肝心なのは、子どもたちを読む気にさせ
ることです。そのために、いろいろと検証しなが
ら模索しています。
角野　自分の意思で読むことを始めないと、読書
好きな子どもにはなかなか育ちません。学校や図
書館、家庭で実施している読み聞かせは、本に親

（ 4 面へつづく）

1935年東京生まれ。早稲田大学教育学部英語英文
学科卒業後、出版社に勤務。『ルイジンニョ少年 
ブラジルをたずねて』で作家デビュー。82年『大
どろぼうブラブラ氏』で産経児童出版文化賞大賞、
84年『わたしのママはしずかさん』で路傍の石文
学賞、85年『魔女の宅急便』で野間児童文芸賞な
ど多数受賞。『魔女の宅急便』は89年のアニメ映画
化、93年のミュージカル化に続き、2014年には実
写映画化された。2000年に紫綬褒章、14年に旭日
小綬章を受章。近著に『ナーダという名の少女』『お
ばけのソッチ、おねえちゃんになりたい ! 』 など
がある。日本福祉大学客員教授。

ⓒ
1
9
8
9
角
野
栄
子
・
二
馬
力
・
G
N

当時住んでいた小岩の自宅で
家族と（本人は左から2番目）

母校の課外授業で想像力を伝授

ブラジル滞在の体験を
描いた『ルイジンニョ
少年　ブラジルをたず
ねて』（ポプラ社）

ブラジル滞在時、アパートで

『魔女の宅急便』アニメ版、実写版ポスター
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（ 1 面からつづく）

（右上へつづく）

『ファンタジーが
生まれるとき』

（岩波ジュニア新書）

江戸川区長 多 田 正 見
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本は生きる力を与え、人生を支えてくれる
本の世界の扉を開き、心に染みる一冊を

誰もが持っている想像する力  
それは魔法となり、新しい自分を創る力となる

（左下からつづく）



は、何をするときにも自分を助けてくれる気が
します。
区長　私は高校生のとき、哲学部の顧問の先生
から一つ教わったことがあります。その先生が
私たちに、「君たちのこれからの人生には、さ
まざまな困難が訪れる。困ったときや行き詰ま
ったときには本が必ず解決してくれる」とね。
つまり、「頼りにするべきは本である」と言う
のです。
角野　大変心に染みる言葉ですね。
区長　ほかにも、「本というのは、作者が全知
全能を振り絞って書き上げたエッセンス。だか
ら本物なのだよ」と。その言葉は、今でも思い
出しますね。
角野　良い先生に出会いましたね。
区長　子どもや若者たちがこうした思いを持っ
てくれれば、「本で何かを得てみよう」という
ことになるのかもしれません。
角野　一人ひとり得るものは違うと思いますが、
何かを感じてほしいですね。

「読書大好き日本一」の
地域社会を目指して

区長　江戸川区は今、68万人という大きな人口
を抱えています。その中で、区民の皆さんが豊
かに伸び伸びと暮らせる地域社会の実現を目指
しています。また、子どもも多く、健全に育て
ることが大きなテーマです。その要素の一つと
して、読書は不可欠だと思うのです。
角野　豊かな人間性を育てる上で本は欠かせな
いものです。
区長　読書が生活に必要な栄養素となり、皆さ
んの心に浸透してほしいと思っています。そし
て、読書を通じた取り組みが定着し、「読書の
江戸川区」というイメージを持っていただけた
らうれしいですね。
角野　私、一つ提案したいことがあります。ひと
月に一度でいいですから、区長さんが子どもた
ちに、読み聞かせをしてはいかがでしょうか？
区長　えっ!  先生みたいに上手に読めませんよ。
角野　得手不得手は関係ありません。いかに楽

しむ大切な取り組みの一つですが、自分自身で
読むことも大事にしてほしいですね。
区長　そのためには何が大切ですか。
角野　面白い本や物語に出会うことです。中で
も、自分で読めるようになり始めた子どもに対
して、「聞かせる」から「読ませる」への移行
が大事であり、私は幼年童話を薦めています。
区長　「本って面白い ! 」という気持ちや、き
っかけを与えることが大切ですね。そういえば
私も中学生の頃、数学の先生が授業の前に『レ
・ミゼラブル』を読んでくれたり、校長先生が
『金色夜叉』の話をしてくれたことがありまし
た。私はすぐに本を探しに行きましたね。
角野　相手がそういう気持ちになればしめたも
のです。その気持ちは、大人になっても読み続
けることにつながりますからね。私の作品に
『小さなおばけシリーズ』があります。30年ほ
ど前から書き続け、33作目になりますが、愛読
者がたくさんいてくださり、そういう方との縁
のようなものを大切にしています。
区長　良い本との出会いが、その人の心を豊か
にし、本を読むことで、語

ご い

彙が増え、表現力も
伸ばすことができると思います。
角野　体の中に辞書ができて、言葉が増幅され、
心に潤いが生まれるのだと思います。そして本

しんで読むかが
重要です。行政
のトップの方が
朗読するケース
は全国でもおそ
らくないと思い
ますよ。自分の
お薦めのところ
を少しだけ読み、 
「この本がこれからどうなるか、楽しみです
ね」などと言って終わらせるなんていかがです
か？　ぜひとも本を読んでいる姿を区民の皆さ
んに !
区長　……考えてみます（笑）　先生から区民の
皆さんに、本や読書について大切に思っているこ
と、伝えたいことをお聞かせいただけますか。
角野　そうですね、時には声に出して本を読ん
でほしいですね。声を出すと、自分の体の中に
ある言葉のリズムや思い出などが映像で浮かん
できます。そしてもう一つ、本は読む人自身の
物語に変わっていくということです。読み終わ
ると、読者一人ひとりの物語が新しく生まれる
のです。それが物語の持っている素晴らしさで
あり、本には人をつくる「魔法」があると思い
ます。皆さんにはこれまで以上に本を好きにな
っていただき、本が人々に与える力を見つけて
ほしいですね。
区長　本には生きがいや自分を支える魔法があ
りますね。今後ますます、子どもから大人まで、
あらゆる世代に「読書っていいな」と思ってい
ただけるような風土をつくっていきたいと思い
ます。先生にはこの先も、まだまだ大作をたく
さんつくっていただかなければなりませんね。
角野　いくつか書きたいとは思っていますが、
ちょっと時間と追いかけっこです（笑）
区長　先生には、あらゆる場面でご指導いただ
きたいという気持ちが非常に強くなりました。
角野　そう言っていただけるとうれしいです。
区長　先生の今後のご活躍を祈念しています。
本日はお忙しいところ、大変貴重なお話をあり
がとうございました。
角野　こちらこそ、ありがとうございました。

（ 3 面からつづく）

夜間・休日急病診療 受診の際は、健康保険証
などを持参してください 小小児科　内内科　眼眼科　耳耳鼻咽喉科 　※外科は、救急病院をご利用ください。

休日急病当番医（急病のみ、往診不可）　診療時間 9時〜17時

日 1 月 4 日日まで
診療時間　 9 時〜17時（受け付けは16時30分まで）☎・53672‒8215
診療場所　東小岩 4 - 8 - 6（江戸川区歯科医師会館内）

江戸川区歯科医師会休日歯科応急診療所（要予約）

●江戸川区医師会テレホンセンター（日祝 9 時〜17時）☎・55667‒7557
●東京都保健医療情報センター「ひまわり」（24時間）☎5272‒0303／55285‒8080
●東京消防庁救急相談センター（24時間）☎＃7119／ダイヤル回線☎3212‒2323

医療機関のご案内

江戸川区医師会夜間・休日急病診療所（小児科・内科のみ）
診療時間　 毎日 21時〜翌朝 6 時・日祝 9 時〜17時☎5667‒7775
診療場所　西瑞江 5 - 1 - 6 （江戸川区医師会地域医療支援センター内）
※応急処置のため、薬の処方は最小限となります。

1
月
2
日

内 小
宮本医院 西一之江 4 ‒ 1 ‒ 4 ☎3651‒6288
辰巳内科消化器科クリニック 一之江 7 -35-22 ☎5678‒5115
成光堂クリニック 北小岩 2 ‒ 7 ‒ 6 ☎3657‒6576

内 江戸川共済病院 南篠崎町 1 - 2 -16 ☎3679‒5211
眼 中央眼科 中央 2 ‒13‒12 ☎5661‒3722
耳 吉田耳鼻科医院 西葛西 6 ‒13‒ 7 ☎5667‒6100

1
月
3
日

内 小
辰巳内科消化器科クリニック 一之江 7 -35-22 ☎5678‒5115
皆川内科小児科 北小岩 2 - 9 -12 ☎3671‒0030
恵仁堂医院 東小岩 4 ‒10‒ 5 ☎3657‒4416

内 西村記念病院 平井 3 -25-17 ☎3638‒2301
眼 中央眼科 中央 2 ‒13‒12 ☎5661‒3722
耳 梅澤医院 松江 2 ‒ 1 ‒20 ☎3656‒3387

1
月
4
日

内 小
広見医院 中央 2 ‒28‒18 ☎3651‒5376
西小岩ファミリークリニック 西小岩 4 ‒10‒13 ☎5612‒1241
玉置医院 南小岩 3 ‒ 8 ‒ 1 ☎3657‒0266

内 酒井内科・神経内科クリニック 西葛西 6 -15-20 ☎6808‒2807
眼 中央眼科 中央 2 ‒13‒12 ☎5661‒3722
耳 船堀ゆり医院 船堀 1 ‒ 4 ‒13 ☎5605‒3301

休日応急当番接（整）骨院（施術時間 9時〜17時）
1 月 2 日 保坂接骨院 船堀 6 ‒11‒19 ☎5605‒7377

安心堂西小岩接骨院 西小岩 4 - 2 - 4 ☎6458‒0623

1 月 3 日 宇喜田接骨院 宇喜田町1319‒ 2 ☎3687‒5039
たなか接骨院 南小岩 4 - 5 -29 ☎5668‒0018

1 月 4 日 北小岩ヤマグチ接骨院 北小岩 8 ‒ 2 ‒16 ☎5668‒1061
はるさん整骨院 春江町 3 ‒13‒13 ☎6638‒7694

日 1 月 4 日日まで　
診療時間　 9 時〜17時、21時〜翌朝 6 時
場  問江戸川区医師会地域医療支援センター 

（西瑞江 5 - 1 - 6 ）☎5667-7775

 ※�年始の急病診療は、江戸川区医師会地域
　医療支援センターのみで行います。

夜間・休日急病診療所（小児科・内科のみ）年始

年始

えどがわ区民ニュース
•新春対談 • 「想像」「創造」する力を育む本の世界

新春1月号放映中！

CATVで放送中！
◎J : COM江戸川　11チャンネル
（時 9 時から／12時から／20時から）
※曜日・時間で番組内容が異なります。

新
中
川
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今井街道一之江駅

葛西工業高校

都営新宿線
案内塔

至 亀有

至 葛西

新大橋通り至 船堀 至 南行徳

●交番

江戸川区医師会
地域医療支援センター

●ガソリンスタンド
西瑞江公園

葛西工業高校前

西瑞江五丁目南

自宅の作業場では、さまざまなキャラクターと
一緒にファンタジーを描く角野さん

角野さん直筆メッセージ

問 DVDなどの貸し出し・申し込み⇨映像広報係☎ 5662-6167

えどがわ区民ニュース
ホームページでもご覧
いただけます。
（スマートフォン対応）

角野栄子さん特集展示
区内の全図書館で、角野さんの作品やその魅力などを紹介す

る展示を行います。展示内容は各館によって異なります。
日 1 月 3 日土〜 2 月 1 日日 9 時〜21時30分（1月26日🈷を除く）
※篠崎子どもは 1 月 4 日日、鹿骨コミュニティは 5 日 🈷 から開

催。時間はいずれも17時まで。
問中央図書館☎3656-6211

本のページは魔法のとびら
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